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要  旨 
日本の言語景観はきわめて大きな文化的変容の過程にある。日本の国際化と
共に、日本の言語景観において多言語化という特徴が現れている。特に、在日
移民コミュニティでの言語景観は言語間の接触によって、文化的変容と同化現
象が見られる。 
言語景観は単なる言語現象ではなく、ひとつの管理部門、読者、看板の製作
者、所有者などの間に互いに影響しあうコミュニケーションのプロセスである。
言語景観の背後に潜む言語の権力関係や言語意識などを究明するために、社会
的、文化的な視点から言語の変容を検討する必要がある。 
本論は老華僑と新華僑を代表する二つの在日中国人の集住地域(神奈川県横
浜市の中華街と東京都池袋区の中国人集住地域)の実地調査で言語景観におけ
る言語資料をデジタルカメラで収集し、Scollon&Scollon の場所記号学と
Huebner の SPEAKING モデルを理論基礎にして在日中国系コミュニティの中国
語言語景観の量的と質的分析を行う。それによって、歴史的な移民コミュニテ
ィの存在、グローバル化に伴う日本社会の変容と共起する移民言語の現地化を
明らかにしようとする。そこには言語景観の象徴的、機能的、経済的側面とと
もに、文化コードとしての言語と文字の役割、さらに文字言語間における言語
接触の実態が窺える。 
第一章では、まず本論文の研究背景と研究目的を説明する。そして、言語景
観の定義を検討する。最後は、先行研究と本研究の位置づけを説明する。 
第二章では、老華僑と新華僑を代表する神奈川県横浜市の中華街と東京都池
袋区の中国人集住地域の中国語言語景観の全体像を分析する。 
第三章では、この両地域の言語景観における言語接触現象を言語学と翻訳学
の視点から分析を行なう。 
第四章では在日中国系コミュニティの言語的影響、グローバル化と日本の言
語政策という三つの面から、在日中国人の集住地域の言語景観に影響を及ぼす
社会的要因を分析する。 
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第五章は結論と今後の研究課題である。神奈川県横浜市の中華街と東京都池
袋区の中国人集住地域の言語景観の現状から在日中国人の存在の実態が窺わ
れる。老華僑の文化保持と言語継承意識が強いのに対して、新華僑の言語使用
は多様性を呈している。最後に本研究の限界と今後研究すべき課題を述べる。 
 
キーワード：言語景観 移民言語 中国系コミュニティ 言語変容 
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摘  要 
日本的语言景观的变化在很大程度上是巨大的文化变化的过程。随着日本的
国际化，日本的语言景观呈现出多语言化的特征。特别是日本的移民社区的语言
景观随着语言间的接触，出现了文化的变化和同化现象。 
语言景观的研究对象并不是单个的语言现象，而是包括管理者、读者、看板
的制作者和所有者等对象在内的相互影响的整个交流的过程。为了探明语言景观
的背后所隐藏的语言的权力关系及语言意识，有必要从社会和文化的角度探讨其
语言变化现象出现的原因。 
本文主要通过对两个分别代表老华侨和新华侨的在日中国人居住地区(神奈
川县横滨市中华街和东京都池袋区的中国人居住地区)的实地调查，用数码相机
收集语言景观中的语言资料。以 Scollon&Scollon 的场所符号学和 Huebner 的
SPEAKIN 模型为理论基础，在数量和性质上对在日中国人社区的汉语语言景观进
行分析。通过这些分析，试图了解中国的移民群体在历史上的存在、以及伴随着
国际化而产生的日本社会的变化及移民语言的本地化。从语言文字的接触中，可
以窥见语言景观除了象征性、功能性及经济性的方面以外的，作为文化符号而存
在的语言和文字的功能。 
第一章序论部分首先介绍本文的研究的背景和目的。其次，探讨语言景观的
定义。最后，通过先行研究所取得的成果和不足之处，说明本研究的定位。 
第二章主要是对分别代表老华侨和新华侨的神奈川县横滨市中华街和东京
都池袋区的中国人居住地区的汉语语言景观的概况进行分析。 
第三章主要从于语言学和翻译学的角度对这两个在日中国人居住地区的语
言接触现象进行进一步分析。 
第四章主要从在日中国人社区的语言使用、全球化和日本的语言政策这三个
角度，分析影响在日中国人社区的语言景观的社会原因。 
第五章主要说明结论和今后的研究课题。从在日中国人居住地区的语言景观
的现状，可以窥见在日中国人的生存现状。老华侨具有较强的文化维系和语言继
承意识，而新华侨的语言使用则呈现出多样化的特征。最后论述的是本研究的不
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足之处和今后的研究课题。 
 
关键词：语言景观  移民语言  中国人社区 语言变化  
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第一章 序論 
1.1 本研究の背景と目的 
日本の都市景観の変容は、きわめて大きな文化的変容の過程にある。多言語
景観は日本社会の多民族化、グローバル化過程中の一現象である。 
言語景観の研究意義について、日本の社会言語学者井上史雄は「社会全体の
言語使用を反映し、かつ象徴的な意味を持つ。人々の意識を反映して、現代世
界の有力文化への帰属意識を示す」(井上史雄，2009:76)と述べている。 
言語景観の研究は特別な実践的研究として、単一的、静的な言語現象ではな
く、ひとつの看板の製作者、読者、所有者などの間に互いに影響しあうコミュ
ニケーションのプロセスである。言語景観の背後に潜む言語の権力関係や言語
意識などを究明するために、社会的及び文化的な視点から言語の変容を検討す
る必要がある。 
日本の中国籍の登録者数は 2007 年以降、60 万人を超え、在日外国人の最大
グループとなっている。本論は中国人集住地域における言語景観の研究は言語
接触の事例を通じて、移民言語の地位の変化と移民生活の実態を考察する。 
本論では、実地調査で言語景観における言語資料をデジタルカメラで収集し、
Scollon & Scollonの場所記号学とHuebnerの SPEAKINGモデルを理論基礎にし
て、中国系コミュニティの言語景観を対象に、量的かつ質的分析を行う。それ
によって、歴史的な移民コミュニティの存在、グローバル化に伴う日本社会の
変容と移民言語の現地化を、言語景観の研究を通じて明らかにしようとする。
さらに、言語景観が文化コードとしての言語と文字の役割、文字言語の間にお
ける言語接触の実態を把握する。 
本研究を行なうために、まず研究の対象である言語景観の定義を検討する。 
1.2 言語景観の定義 
カナダの社会言語学者 R.Landry と R.Y.Bourhis（1997）は言語景観を、「特定
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2
の領域あるいは地域の公共的・商業的表示における言語の可視性と顕著性」
(Bourhis，1997:23-49)と定義している。 
Backhaus（2005）は言語景観を｢道路標識、広告看板、店名表示などに含ま
れる可視的な言語の総体｣と定義している｡また、Backhaus(2005)は言語景観を
「単一言語表示」と「多言語表示」、「公的表示」と「私的表示」と分類してい
る｡(江源，2009:14) 
公的表示は政府側や公的企業から提供され、政府や地方が意識的に設置する
ものである。日本の公的表示においては、中国語と韓国語の二つの外国語が英
語以外に使用されている。中国語と韓国語を含む公的表示が初めて設置された
のは、1980 年代末からである。この二つの言語は近年、日本の公的言語景観
に取り入れられている。東京都生活文化局は 2003 年の『外国人にもわかりや
すいまちの表記に関するガイド』において、日本語、英語、中国語、韓国語を
優先して使用することを認める。 
私的表示の場合、世界の中では政府や自治体などが法律によって使われる言
語を決めることはあるが、日本ではそのような決まりが存在しない。日本の私
的表示の言語は、公的権力で決めるものではなく、その表示の製作者・所有者
の選択次第であり、自発的に現れるものである。近年、私的表示における言語
の多様性はますます増え、一定の地域のエスニック性を反映してきた。例とし
ては、横浜や東京の池袋区の中華街で目にする中国語、大阪の生野区や東京の
新宿区などの一部で盛んになった韓国語による表示が挙げられる。 
地理学者正井泰夫によると、言語景観は「言語及びその視覚表現である文字
からみた都市景観のことである｣と定義できる｡さらに、正井は｢言語景観は異
なる文化の認知にも役立つ｣と述べた｡ 
江源(2009)は、景観の社会的属性を提出し、言語景観を新たに定義している。
すなわち、言語景観は言語、社会と景観という三つの要素からなされるもので
ある。この三つの要素は図 1.1 のような関係にある。 
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図 1.1 言語，景観，社会の関係（江源，2009:14 ） 
以上のように、言語景観の研究には、主に言語と景観との 2 つの要素に注
目し、考察する視点が必要であるが、言語景観の概念は近年ますます拡大しつ
つある。 
1.3 先行研究と本研究の位置づけ 
言語景観の研究は世界中で様々な形式で行なわれている。特に 2000 年代以
降、各国の言語景観の研究が飛躍的に発展してきた。近年では社会言語学の分
野に定着しつつある。本論では西洋、日本、現代中国における言語景観の研究
とその限界を検討する上で、本研究の位置づけを定める。 
1.3.1 西洋における研究 
西洋における言語景観についての研究は様々な視点から行なわれるものが
多い。言語景観から見る多言語の存在や勢力関係、あるいはそれらの活力や多
数派社会による受容度に関する研究が挙げられる。 
Scollon & Scollon (2003)は Kress & van Leeuwen(1996)の視覚記号のフレーム
によって「場所の中のディスコース」の研究が行なわれた。それは「場所記号
学」と命名された。場所記号学は地理記号学に属するシステムである。そのシ
ステムは①コード優先(code preference)、②言語内容(inscription)、③物理的位置
(emplacement)からなる。(Scollon & Scollon，2003:129-166) 
コード優先(code preference)は多言語看板の中にある各言語の優位関係のこ
とを指している。それは各言語も言語コミュニティの中の社会的地位を反映し
ている。多言語看板の中に複数のコード或いは文字がある場合は、何が優位を
占めるかを考えなければならない。多くの国の政府は言語の相対的な位置を規
言語 
景観 
社会 
言語景観 
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定する政策を定めている。一般的には、サークル式の文字並びの中には、中心
的な位置を占めるコードが優位である。文字が水平方向に並ぶ場合は、優位の
コードは看板の上或いはトップの位置にあるのに対して、文字が縦方向に並ぶ
場合は、左が優位コードで右は非優位コードである。もちろん、書く方向が右
から左までの言語に対しては、コードの優先方式は逆である。コードの優先順
位の選択は政治思想、言語使用上の便利、目下の流行風潮などに基づく可能性
があるが、どんな要因でコードの優先順位の選択が影響されるかについては、
歴史的かつ民族学的な分析が必要とされる。 
言語内容(inscription)は看板の言語の表現方式に関する意味のシステムのこ
とを指している。それは字体、材料、付属部分、状態変化などを含んでいる。
字体は手書き、書道、活字体、専門字体まで、字のサイズ、形、色などの要素
によって違う意味が生じるのである。材料は言語内容の物質的媒体である。花
崗岩の記念碑から砂浜まですべてがこの材料の範囲内にある。材質には永続性、
持続性といった要素がある。それらは言語内容の媒介(ブラシ、彫刻)、看板の
材料(金属、木製、ビニール、ズック、紙)、取り付けた時間の長さなどによっ
て決まってくる。付加物が表徴する意味は一時性である。常態変化は背景とし
てのライトの明滅による営業常態の変化を指示していることである。例えば、
「open」或いは「営業中」のライトを光る時は、店が営業状態に入ることを示
しているのである。 
物理的位置(emplacement)は看板の場所設置に重要な意味を持つ。物理的位置
は三つの形式がある。①シチュエイティッド(situated)は看板が相応しい場所に
設置することを指している。例えば、規制マーク、方向指示マーク、店のブラ
ンドマークなどがそれに含まれている。②トランスグレッシーブ(transgressive)
は看板を間違いの位置に設置することを指している。その間違った位置は本来
出現すべきない所に現れることである。③デコンテクチャーライズド
(decontextualized)は看板がコンテクストに影響されず、言語文字がどんな場面
に現れても同じ形式を保つことを指している。それは商品のブランドの言語形
式に適用される。例えば、コカ・コーラ、LV などのブランドはポスター、パ
ッケージ、販売店などには同じ様式を保たれている。 
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Scollon & Scollon (2003)の場所記号学は言語景観の研究にフレームを提供す
ると同時に、言語景観の研究の新しい視点を提示する。しかし、Scollon & 
Scollon (2003)の研究は質量化分析を重視し、数量化の処理に関する統計的な内
容は少ない。 
1.3.2 日本における研究 
日本における言語景観の研究は長い歴史がある。庄司博史(2009)は、言語景
観の多言語化を①西欧化、②国際化、③多民族化に分類している。日本の言語
景観の研究もそれに応じて、主に 3つの観点から注目している。この 3分類は、
使用言語、受信者、発信者の意図という視点から表 1.1 のようにまとめること 
ができる。 
表 1.1 言語景観にみる多言語化のタイプ（庄司博史，2009:9） 
 使用言語 対象となる受信者 発信者の意図 
 
①西欧化 
英語・西洋語など 
(受信者にとっての外
国語) 
日本語話者 装飾的表示 
 
②国際化 
日本語以外の言語 
(受信者にとっての媒
介語、情報理解のため
の言語) 
非日本語話者 言語サービスの
提供 
 
③多民族化 
日本語以外の言語 
(受信者にとってのコ
ミュニティ言語) 
非日本語話者 コミュニティ内
部の情報伝達 
コミュニティの
連帯意識の表出
まず、①の西欧化は、日本語話者向けの英語及び西洋言語を使用することを
いう。日本語を理解する相手に対して、あえて他言語を使用するのは、それに
よって洗練さと高級感を意図に演出するものである。話者はそれを伝達手段と
して使うのではなく、飾りとして言語を選択する。つまり、「装飾的表示」と
して外国語の使用することである。 
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